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5. 結論と含意 

以上の分析結果からは、国民意識と東アジア人意識は共存可能であり、少なくとも対立するもので

はないことが示された。また、若干の例外はあるものの、東アジア地域の事実上の共通言語である英

語の習得や、地域内の他国の大衆文化へのメディアを通じた接触、国境をまたいだ移動・交流の経験

は、東アジア人としての意識を高めていることが示された。また、一国内において経済的に劣位にあ

る人は、東アジア人としての意識が弱くなる傾向も見られた。しかし、東アジア人意識の浸透度が国

によって違っていること――東アジア 4 つの国と地域の中では中国や台湾で東アジア人意識が弱い

――や、東アジア人意識に有意な影響を与えている変数が国によって多少異なることについて、シス

テムレベルの要因を探ることはできなかった。今回用いた EASS データは対象となる国・地域の数が

4 と少ないことから、システムレベルの影響を探るにはより大きなデータセットが必要である。 

なお、今回の分析結果がもたらす若干の政策的含意を指摘しておきたい。本稿執筆時点（2012 年

2 月）において、領土問題や歴史認識問題などを背景として、東アジア諸国間の関係は政府レベルで

も、民衆レベルでも良好とは言いがたい。他方で、経済、金融、環境、エネルギーなど、国境を越え

て対処しなければならない問題も多く存在する。それゆえ、将来的には東アジア地域においても地域

協力の枠組みが必要になるであろう。それを下支えするのが民衆レベルにおける地域協力であり、具

体的には東アジアという共同体に対する帰属意識である。帰属意識は上から強制できるものではない

が、他方、この分析結果から示されたように、英語教育の推進や、地域内での国境をまたいだ交流を

推進することによって国境を越えた地域に対するアイデンティティを涵養することは可能である。今

後は、東アジア各国の政府にとって、機能的な地域協力の枠組みを推進していくのと同時に、人々の

東アジア人意識を涵養していくことも重要であろう。 

 

[Acknowledgement] 

East Asian Social Survey (EASS) is based on Chinese General Social Survey (CGSS), Japanese General 

Social Surveys (JGSS), Korean General Social Survey (KGSS), and Taiwan Social Change Survey (TSCS), 

and distributed by the EASSDA. 

 

[注] 

（1）アイデンティティの意味について立ち入らないが、アイデンティティとは「自分自身を象徴的

に表現するために使われる何か」という Inoguchi（2007）による定義をここでは採用する。 

（2）同時期において東アジア諸国民の「東アジア人意識」に影響を与えたと考えられる要因として

は北京オリンピックの開催（2008 年 8 月）がある。 

（3）ヨーロッパ人意識に関するユーロ・バロメーターの質問の変遷は下記サイトに要約されている。 

http://www.gesis.org/eurobarometer-data-service/topics-trends/eb-trends-trend-files/list-of-

trends/europ-identity/ 

（4）この点、アジア人意識が最も希薄であるのは日本だとする園田（2007a）の分析結果とは異なっ

ている。この違いが、「アジア人意識」と「東アジア人意識」の違いによるものなのか、あるい

は質問文や選択肢の違いによるものなのかは判断できない。 

（5）質問文は「かりに現在の日本の社会全体を、次のような 10 段階の層に分けるとすれば、あな

た自身はこのどれに入ると思いますか（一番上 １～10 一番下）」。 
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